














目的 

 昭和 57 年度は,「未熟児における母子相互作用」とくに母子対面場面にみられる母親の

行動を,初対面場面について VTR により分析した結果を報告した。また同時に予報的研究と

して,母子対面場面の継続的観察を行ない,次の四場面の子ども,すなわち(Ⅰ)保育器内の

子,(Ⅱ)常時保育器内にいるが数分抱いて器外保育の可能な状態の子,(Ⅲ)常時コットにい

るが抱いて哺乳ビンで授乳可能となった子,および(Ⅳ)沐浴等の保育場面で様々な世話の

できる子(退院直前)に対する母親の行動分析も行なった。この場合,同時に面接を行ない,

母親の心理面での変化と対応させるよう努力した。しかし出生が院内か院外かによって対

面場面と母親の面会経験回数とは必ずしも一致しなかったこと,また症例が 10 例に限定さ

れたことから,母親の心理的・情動的変化を共通したものとして把握できなかった。 

 そこで今回は,期間を分娩直後から児の出生後入院中に限定して,その間の両親の心理

的・情動的変遷を知る目的で,とくに医療および看護内容の変化する場面と対応させながら,

アンケート形式で調査した。 


